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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 25,327 △2.0 7,225 △11.5 6,454 △16.2 3,247 △26.4

21年3月期第3四半期 25,848 ― 8,160 ― 7,699 ― 4,415 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 27.85 ―

21年3月期第3四半期 37.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 259,705 112,756 43.0 956.73
21年3月期 253,251 111,694 43.7 948.68

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  111,587百万円 21年3月期  110,649百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 5.50 ― 5.50 11.00
22年3月期 ― 5.50 ―

22年3月期 
（予想）

5.50 11.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,300 1.3 9,100 △8.9 8,000 △13.7 3,900 △22.0 33.44
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な条件に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因によって予想数値と異なる場合が
あります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 116,851,049株 21年3月期  116,851,049株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  217,254株 21年3月期  216,018株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 116,634,262株 21年3月期第3四半期 116,636,494株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第３四半期累計期間のわが国経済は、海外経済の改善や政府の経済対策の効果等を背景に、輸出や生産等

の一部に持ち直しの動きが見られましたものの、失業率が高水準にある等、依然として厳しい状況が続きまし

た。 

オフィスビル業界におきましては、企業収益の悪化に伴うオフィス縮小の動きから、空室率は上昇傾向で推

移し、また、賃料水準も弱含みの状況が続く等、依然として市場の先行きは不透明な状況にあります。 

こうした状況の下で、当社グループは積極的な営業活動を展開する一方、テナントサービスの一層の向上に

努めました結果、全体として高水準の入居状況を確保することができました。 

なお、昨年３月末に完成した「中之島ダイビル」及び昨年７月末に完成した「土佐堀ダイビル」は、竣工時

よりほぼ満室にて稼働しております。 

 

以上の結果、当第３四半期累計期間の連結業績につきましては、売上高は２５，３２７百万円と５２１百万

円（前年同期比２．０％）の減収、営業利益は７，２２５百万円と９３４百万円（前年同期比１１．５％）の

減益となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①土地建物賃貸事業 

昨年竣工した中之島ダイビル及び土佐堀ダイビルはほぼ満室にて稼働いたしましたが、一方、建替え予定の

新ダイビル及びダイビルは減収となり、売上高は１８，７４６百万円と１，０９９百万円（前年同期比６．２％）

の増収となりました。費用面では、新しく竣工したビルの減価償却費負担等により営業費用が増加し、営業利

益は７，３２４百万円と９８８百万円（前年同期比１１．９％）の減益となりました。 

②ビル管理事業 

売上高は６，２０１百万円と４５４百万円（前年同期比６．８％）の減収となりましたが、営業利益は 

６５６百万円と４０百万円（前年同期比６．６％）の増益となりました。売上高の減少は、前年同期に合併統

合した連結子会社の決算期のずれの影響等によるものであります。 

③その他事業 

工事請負高の減少等により、売上高は３７９百万円と１，１６５百万円（前年同期比７５．４％）の減収と

なりましたが、営業利益は、工事管理料が増加したこと等により、１７１百万円と２６百万円（前年同期比 

１８．３％）の増益となりました。 

 

営業外損益においては、受取配当金の減少や支払利息の増加等により、経常利益は６，４５４百万円と 

１，２４４百万円（前年同期比１６．２％）の減益となりました。 

なお、特別損失として、前年同期は建替関連損失、投資有価証券評価損及び固定資産除却損計４０４百万円

を計上したのに対して、当第３四半期累計期間は建替関連損失、投資有価証券評価損及び固定資産除却損等計

１，１３５百万円を計上いたしました。また、当第３四半期累計期間は過年度法人税等戻入額として２５２百

万円を計上いたしました。 

この結果、当第３四半期累計期間の純利益は３，２４７百万円と１，１６７百万円（前年同期比２６．４％）

の減益となりました。 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 

当第３四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べて６，４５４百万円増加し、２５９，７０５百

万円となりました。主な要因は、土佐堀ダイビル新築工事等による有形固定資産の増加（５，７３９百万円）、

株価の回復に伴う投資有価証券の増加（１，５８４百万円）と流動資産その他の減少（１，１６３百万円）等

であります。 

当第３四半期末における負債は、前連結会計年度末に比べて５，３９２百万円増加し、１４６，９４９百万

円となりました。主な要因は、有利子負債の増加（１２，０４７百万円）、受入敷金保証金の増加（１，５１９

百万円）、再評価に係る繰延税金負債の増加（２，０９８百万円）と前連結会計年度末に未払計上した中之島ダ

イビル新築工事代金の支払に伴う流動負債その他の減少（９，６４７百万円）等であります。 

当第３四半期末における純資産は、前連結会計年度末に比べて１，０６２百万円増加し、１１２，７５６百

万円となりました。利益剰余金の増加（１，９６４百万円）、その他有価証券評価差額金の増加（１，０７３百

万円）、土地再評価差額金の減少（２，０９８百万円）等が主な要因であります。 
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キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期末における現金及び現金同等物は３，７２８百万円となり、前連結会計年度末に比べて５５３

百万円増加いたしました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、１１，６１８百万円の収入となりました。税金等調整前四半期純利

益は減少いたしましたが、減価償却費の増加、預り敷金及び保証金の増加、消費税等の還付、法人税等の支払

額の減少等により、得られた資金は前年同期と比べて６，２６８百万円増加いたしました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、２１，８６８百万円の支出となりました。主なものは新築ビル工事

等に伴う有形固定資産の取得による支出であり、使用した資金は前年同期に比べて１３，２４５百万円増加い

たしました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入等により１０，８０３百万円の収入となり、

得られた資金は前年同期と比べて６，８０１百万円増加いたしました。 

 

 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 

平成２１年１０月６日公表の数値を修正しておりません。 

 

 

 

４．その他 

 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却費の算定方法 

  定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約

に関する会計基準」（企業会計基準第 15 号）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第 18 号）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契

約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用し

ております。 
これによる損益に与える影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,728 3,174

営業未収入金 856 987

たな卸資産 28 35

繰延税金資産 512 542

その他 107 1,271

貸倒引当金 △4 △5

流動資産合計 5,229 6,005

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 90,762 83,060

土地 144,013 144,013

建設仮勘定 243 2,534

その他（純額） 1,184 857

有形固定資産合計 236,203 230,464

無形固定資産   

のれん 6 7

その他 120 107

無形固定資産合計 126 115

投資その他の資産   

投資有価証券 16,093 14,508

繰延税金資産 89 80

その他 1,963 2,076

投資その他の資産合計 18,146 16,665

固定資産合計 254,476 247,245

資産合計 259,705 253,251

ダイビル㈱（8806）平成22年3月期 第3四半期決算短信
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 － 6,500

1年内返済予定の長期借入金 1,855 8,355

1年内償還予定の社債 － 10,000

コマーシャル・ペーパー 6,500 －

未払法人税等 472 1,747

役員賞与引当金 － 48

その他 3,577 13,225

流動負債合計 12,405 39,876

固定負債   

社債 50,000 40,000

長期借入金 42,301 23,754

受入敷金保証金 26,644 25,124

繰延税金負債 3,782 3,036

再評価に係る繰延税金負債 10,660 8,561

退職給付引当金 783 841

役員退職慰労引当金 329 325

負ののれん 15 30

その他 26 5

固定負債合計 134,543 101,680

負債合計 146,949 141,556

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,227 12,227

資本剰余金 13,852 13,852

利益剰余金 70,444 68,479

自己株式 △140 △139

株主資本合計 96,384 94,420

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,645 4,572

土地再評価差額金 9,557 11,656

評価・換算差額等合計 15,202 16,228

少数株主持分 1,169 1,045

純資産合計 112,756 111,694

負債純資産合計 259,705 253,251
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業収益 25,848 25,327

営業原価 15,440 15,989

営業総利益 10,407 9,337

販売費及び一般管理費 2,247 2,111

営業利益 8,160 7,225

営業外収益   

受取利息 39 22

受取配当金 449 286

その他 79 32

営業外収益合計 568 341

営業外費用   

支払利息 895 1,002

その他 134 110

営業外費用合計 1,029 1,112

経常利益 7,699 6,454

特別損失   

建替関連損失 257 1,041

投資有価証券評価損 73 56

固定資産除却損 74 29

その他 － 7

特別損失合計 404 1,135

税金等調整前四半期純利益 7,294 5,319

法人税、住民税及び事業税 2,451 2,018

過年度法人税等戻入額 － △252

法人税等調整額 293 182

法人税等合計 2,744 1,948

少数株主利益 134 123

四半期純利益 4,415 3,247

ダイビル㈱（8806）平成22年3月期 第3四半期決算短信
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 7,294 5,319

減価償却費 3,218 4,949

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △46 △48

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32 △57

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 67 3

受取利息及び受取配当金 △488 △309

支払利息 895 1,002

建替関連損失 257 1,041

投資有価証券評価損益（△は益） 73 56

固定資産除却損 74 29

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △780 1,519

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 3 17

売上債権の増減額（△は増加） 132 130

仕入債務の増減額（△は減少） △271 △228

未払不動産取得税等の増減額（△は減少） － 300

未払又は未収消費税等の増減額 77 1,148

その他 △57 270

小計 10,482 15,145

利息及び配当金の受取額 501 309

利息の支払額 △726 △775

法人税等の支払額 △4,907 △3,060

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,350 11,618

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,511 △20,992

建替関連費用の支払額 △212 △921

投資有価証券の償還による収入 2,000 －

短期貸付けによる支出 － △1

短期貸付金の回収による収入 4 0

長期貸付けによる支出 △2 △1

長期貸付金の回収による収入 34 30

その他 64 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,622 △21,868
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △6,500

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） △5,000 6,500

長期借入れによる収入 20,300 20,000

長期借入金の返済による支出 △10,112 △7,952

社債の発行による収入 － 10,000

社債の償還による支出 － △10,000

自己株式の取得による支出 △2 △0

配当金の支払額 △1,183 △1,243

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,001 10,803

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 729 553

現金及び現金同等物の期首残高 3,245 3,174

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,975 3,728
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 土地建物 

賃貸事業 

ビ  ル 

管理事業 

そ の 他     

事  業 
計 

消  去 

又は全社 
連  結 

売 上 高 

(１)外部顧客に対する売上高 17,647 6,656 1,545 25,848 － 25,848

(２)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 58 1,287 10 1,356 (1,356) －

計 17,705 7,944 1,555 27,205 (1,356) 25,848

営 業 利 益 8,312 615 145 9,073 (913) 8,160

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 
 土地建物 

賃貸事業 

ビ  ル 

管理事業 

そ の 他     

事  業 
計 

消  去 

又は全社 
連  結 

売 上 高 

(１)外部顧客に対する売上高 18,746 6,201 379 25,327 － 25,327

(２)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 52 1,487 0 1,541 (1,541) －

計 18,799 7,688 380 26,868 (1,541) 25,327

営 業 利 益 7,324 656 171 8,151 (926) 7,225

 
（注）１．事業区分は売上集計区分によっております。 

２．各事業の主な内容 
（１） 土地建物賃貸事業 オフィスビル等建物賃貸、土地賃貸、駐車場賃貸 
（２） ビル管理事業  ビル清掃、設備管理、保安 
（３） その他事業  工事請負、工事管理、不動産仲介 

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

【所在地別セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間について、本邦以外の国又は地域に連結子会社及び

在外支店がないため、記載すべき事項はありません。 

 

【海外売上高】 

 前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間について、海外売上高がないため、記載すべき事項

はありません。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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